
多
く
の
来
場
者
で
賑
わ
い
ま
し
た

開
会
式
で
は
、
来
賓
に
よ
る
「
丸
太
カ

セ
ン
タ
ー
サ
ミ
ッ
ト
開
催

月

・

日
（
土
・
日
）
の

日
間
、

ッ
ト
」
が
行
わ
れ
、
丸
太
が
カ
ッ
ト
さ
れ

月

・

日
（
水
・
木
）
、
上
川
中

11

9

10

2

11

13

14

釧
路
市
観
光
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
で
「
く

る
と
会
場
か
ら
は
大
き
な
歓
声
が
あ
が

部
森
林
管
理
署
で
、
「
セ
ン
タ
ー
サ
ミ
ッ

し
ろ
木
づ
な
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
開
催

り
、
イ
ベ
ン
ト
が
始
ま
り
ま
し
た
。
開
場

ト
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

さ
れ
ま
し
た
。

直
後
か
ら
、
国
有
林
ブ
ー
ス
に
は
次
々
と

こ
れ
は
、
北
海
道
森
林
管
理
局
の
六
つ

こ
の
催
し
は
、
実
行
委
員
会
（
釧
路
市

親
子
連
れ
が
訪
れ
、
見
本
で
こ
れ
か
ら
作

の
セ
ン
タ
ー
が
今
年
度
は
旭
川
に
集
い
、

・
釧
路
森
林
資
源
活
用
円
卓
会
議
）
が
主

る
作
品
の
イ
メ
ー
ジ
を
膨
ら
ま
せ
て
材
料

そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
内
容
や
取
組
状
況
に
つ

催
し
た
も
の
で
、
釧
路
管
内
の
団
体
や
企

を
選
び
、
「
ミ
ニ
ツ
リ
ー
」
を
作
っ
て
い

い
て
、
意
見
交
換
や
情
報
共
有
を
行
っ
た

業
・
関
係
行
政
機
関
が
、
森
林
・
林
業
・

ま
し
た
。

も
の
で
す
。

木
材
産
業
の
紹
介
や
製
品
の
展
示
を
通
じ

今
回
の
森
林
ふ
れ
あ
い
の
取
組
み
も
、

日
目
は
各
セ
ン
タ
ー
か
ら
活
動
報
告

1

て
消
費
者
と
交
流
し
、
釧
路
産
木
材
の
需

親
子
で
一
緒
に
ク
ラ
フ
ト
を
作
る
姿
が
多

が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
取
組
み
の
特
徴
や

要
拡
大
を
促
す
こ
と
等
を
目
的
と
し
て
行

く
見
ら
れ
、
作
品
が
完
成
し
た
時
に
は
皆

実
施
状
況
等
を
共
有
し
ま
し
た
。

わ
れ
た
も
の
で
す
。

が
笑
顔
に
な
り
、
嬉
し
そ
う
に
作
品
を
持

翌
日
は
、北
海
道
立
総
合
研
究
機
構
「
林

当
セ
ン
タ
ー
は
根
釧
西
部
森
林
管
理
署

ち
帰
っ
て
い
ま
し
た
。

産
試
験
場
」（
旭
川
市
西
神
楽
）
を
訪
れ
、

と
連
携
し
、
マ
ツ
ボ
ッ
ク
リ
や
ド
ン
グ
リ

日
間
に
わ
た
る
イ
ベ
ン
ト
は
、
常
に

担
当
の
職
員
の
方
か
ら
同
試
験
場
の
概
要

2

・
木
の
枝
等
の
森
林
の
恵
み
を
材
料
と
し

賑
わ
っ
て
お
り
、
会
場
に
訪
れ
た
方
々
は

や
林
産
物
の
研
究
に
つ
い
て
、
施
設
の
見

た
「
ミ
ニ
ツ
リ
ー
」
づ
く
り
と
「
お
山
ん

そ
れ
ぞ
れ
の
ブ
ー
ス
で
、
木
と
の
ふ
れ
あ

学
と
併
せ
て
ご
説
明
い
た
だ
き
、
充
実
し

画
」
の
展
示
等
を
企
画
し
ま
し
た
。

い
を
楽
し
ん
で
い
る
よ
う
で
し
た
。

た

日
間
と
な
り
ま
し
た
。

2

▽「ミニツリー」づくりの様子

▽「お山ん画」の説明を聞く子どもたち

▽会場の様子

▽支所担当者のご説明を聞く参加者

令和 2 年 1 月 10 日発行 第 145号

林野庁 北海道森林管理局 釧路湿原森林ふれあい推進センター



令和 2 年 1 月 10 日発行 第 145号

第

回
森
林
再
生
小
委
員
会

で
、
育
苗
施
設
や
カ
ラ
マ
ツ
林
の
間
伐
区

19
月

日
（
木
）
、
第

回
「
森
林
再

と
植
栽
区
、調
査
区
等
を
視
察
し
ま
し
た
。

10

31

19

生
小
委
員
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

現
地
で
は
、
釧
路
自
然
環
境
事
務
所
担
当

釧
路
湿
原
自
然
再
生
協
議
会
に
は
、
湿

者
か
ら
、
育
苗
や
間
伐
等
に
つ
い
て
説
明

原
再
生
・
旧
川
復
元
・
森
林
再
生
・
水
循

が
あ
り
併
せ
て
、
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
ま

環
・
土
砂
流
入
・
再
生
普
及
・
地
域
づ
く

し
た
。

り
の

つ
の
小
委
員
会
が
設
置
さ
れ
て
お

午
後
か
ら
は
、
釧
路
地
方
合
同
庁
舎
に

7

り
、
「
森
林
再
生
小
委
員
会
」
で
は
、
森

場
所
を
移
し
小
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、
当

林
の
再
生
（
野
生
動
物
の
生
息
環
境
修
復

セ
ン
タ
ー
が
取
組
ん
で
い
る
「
雷
別
地
区

を
含
む
）
に
関
す
る
実
施
計
画
と
そ
の
実

自
然
再
生
事
業
」
と
釧
路
自
然
環
境
事
務

施
状
況
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
結
果
等
を
検
討

所
の
「
達
古
武
地
域
自
然
再
生
事
業
」
に

し
て
い
ま
す
。

つ
い
て
、
本
年
度
の
取
組
み
状
況
や
次
年

午
前
は
「
達
古
武
地
域
自
然
再
生
事
業

度
の
予
定
の
説
明
が
あ
り
、
意
見
交
換
が

地
」（
環
境
省
釧
路
自
然
環
境
事
務
所
）

行
わ
れ
ま
し
た
。

現
地
検
討
で
活
発
な
議
論

ス
テ
ム
の
開

月

日
（
金
）
、
雷
別
国
有
林
（
標

発
」
に
つ
い

11

8

茶
町
雷
別
）
で
、
「
ト
ド
マ
ツ
天
然
更
新

て
、
概
要
や

技
術
」現
地
検
討
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

研
究
成
果
の

こ
の
検
討
会
は
、
国
立
研
究
開
発
法
人

説
明
が
あ
り
、

森
林
研
究
・
整
備
機
構

森
林
総
合
研
究

そ
の
後
、
試

所
北
海
道
支
所
と
北
海
道
森
林
管
理
局
が

験
地
で
は
伐

主
催
し
た
も
の
で
、
「
ト
ド
マ
ツ
の
天
然

採
方
法
の
違

更
新
を
活
用
し
た
施
業
技
術
」
に
つ
い
て
、

い
に
よ
る
稚
樹
の
分
布
の
差
異
、
稚
樹
の

同
北
海
道
支
所
、
民
有
林
、
国
有
林
の
担

成
長
と
日
射
量
の
影
響
ま
た
、
稚
樹
の
消

当
者
が
参
集
し
ま
し
た
。

失
を
防
ぐ
施
業
方
法
等
の
解
説
が
あ
り
ま

先
ず
始
め
に
、
同
北
海
道
支
所
担
当
者

し
た
。
参
加
者
は
、
積
極
的
に
質
疑
応
答

か
ら
「
カ
ラ
マ
ツ
人
工
林
の
主
伐
に
対
応

す
る
等
、
ト
ド
マ
ツ
天
然
更
新
技
術
の
活

し
た
低
コ
ス
ト
天
然
更
新
施
業
・
管
理
シ

発
な
議
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

▽現地視察の様子

▽北海道支所担当者のご説明を聞く参加者

▽質疑応答の様子
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【IP】050-3160-5787【TEL】0154-44-0533【FAX】0154-41-7305
【E-mail】h_kushiro_f@maff.go.jp
【URL】http://www.rinya.maff.go.jp/hokkaido/kusiro_fc/index.html
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